
令和８年８月２６日 

ヴェリタス学習会通信 114 
                              予定表カレンダー → 

令和８年９月の予定 

                 

・月曜日 ９月７・１４・２１・２８日 大安公民館１階研修室 18:30～21:00 

・火曜日 ９月１・８・１５・２９日 員弁老人福祉センター１階会議室３ 18:00～20:30 

              ２２日 ヴェリタス事務局 18:30～21:00 

・水曜日 ９月２・９・１６・２３・３０日 ヴェリタス事務局 18:30～21:00 

・木曜日 ９月３・１０・１７・２４日 北勢市民会館１階リハーサル室 18:30～21:00 

 

藤原文化センターは休止中です。水曜日はヴェリタス事務局で開会してい

ます。 

  

 ヴェリタス事務局の所在地は、511-0261 いなべ市大安町丹生川上 650-1

です。 

 丹生川上集会所（旧丹生川上児童館・教育集会所）内です。 

 警報が出ている場合は休会にします。いつもその会場に来ている方には

LINEなどでお知らせいたしますが、不安な場合はお問い合わせください。 

 

連絡先 

 

 ヴェリタス学習会担当まつみやの携帯電話番号：０９０－７６９６－０１８９（＋メッセージも可能） 

           メールアドレス：npoveritas@gmail.com 

           ＬＩＮＥ ＩＤ：ｍ９ｓ０ｂａｙ（４文字目は数字のゼロです） 

    Facebookの「松宮 卓」に友達申請していただければMessenger が使えます。 

   メールや LINE登録をしていただいた方には、それを利用して休会連絡を行います。手数

削減協力のため、できる限りご登録ください。LINE を利用して、宿題等の画像を送って

くる子もいます。自分でできるところまでやって送ってもらうと、効果的な返信ができます。 

 

Zoomなどの会議ツールを利用しませんか 

 

利用が広がっている Zoomクラウドミーティングや Skype, Facetime, Google Meetな

どを利用して学習しませんか。興味のある方は、ご相談ください。 

（画像は生成したもので、実在の人物ではありません） 

以前につくった英語の名詞と名詞系語句についての中学生用のファイ

ルを上げました。右の QRコードか下記の URLからご覧になれます。 

https://www3.cty-net.ne.jp/~veritas/info25/noun01.pdf 



高麗が滅びて朝鮮国ができる 

 

1392年、朝鮮半島では倭寇
わ こ う

撃退で人

望を集めた李成桂
りせいけい

（イソング）が高麗
こうらい

（コリョ）を滅ぼして、朝鮮国をつくり

ました。李氏朝鮮とも言います。 

112 号では、足利義満から始まった

日明貿易について書きましたが、今回

は、やはり義満の時代に始まった日朝

貿易について書きたいと思います。 

朝鮮は、倭寇（海賊）の取り締まりを

するように日本に求めてきました。同

時に国交も結び、貿易を始めたいとい

う意向を示しました。 

 

日朝貿易は、対等な関係 

  

 日明貿易は、日本が下に立つ朝貢貿易でした。しかし、日朝貿易は対等な関係です。さらに異なる点は、日明

貿易は原則として国と国との交易でしたが、日朝貿易は守護や民間の商人なども参加できました。 

 朝鮮からは、主に綿織物や仏教の経典などの書籍を輸入しました。日本からは、銅や硫黄
い お う

・刀を輸出しました。

日本では主に麻の服を着ていたので、肌触りの良い綿の服は重宝されました。室町時代後期には、日本でも三河
み か わ

（愛知県東部）や河内
か わ ち

（大阪南部）で木綿の生産が始まり、綿の価格も下がってきます。 

 

対馬の宗氏が貿易を取り仕切った 

  

 誤解してもらうと困るので断っておきますが、誰でも朝鮮と貿易できるということではありません。もともと

倭寇を取り締まってほしいと言ってきた朝鮮です。素性の分からない船や者たちは信用できません。朝鮮は信用

できると判断できたら、通信符という許可証を与えて、入国を許可しました。船が入港できる港を３つに限定し、

日本人が滞在できる館（倭館
わ か ん

）も整備しました。 

 信用できるかの審査も時間がかかるし大変でした。そのため、対馬
つ し ま

を実質的に支配していた宗
そう

氏が重要な働き

をしました。宗氏は古くから朝鮮半島の人々とつながりがあって、朝鮮の人々も信用して

いたのです。日朝貿易の実務は宗氏が担
にな

いました。 

明治維新に至るまで、何度か日朝関係が変化し、国交や交易が途絶えることがあります

が、その都度、宗氏が窓口となって交渉を続けて関係改善に努力しました。朝鮮国王の印

を偽造してまで書類をつくったこともあるようです。 

  対馬宗家文書データベース：https://souke.kyuhaku.jp/ 

 

 

 室町時代の日朝貿易は、勘合貿易（日明貿易）と比べると、中学校では地味な扱いですが、流れは理解してお

くといいでしょう。高校では学校によって、応
おう

永
えい

の外寇
がいこう

、癸
き

亥
がい

約定
やくじょう

、倭館、三浦
さ ん ぽ

の乱、己
き

酉
ゆう

約定を押さえておく

といいかと思います。      ©2026 NPO Veritas All rights reserved 


